












Be All Ears to Voices of Arab Women:




This paper aims to expose varied human rights abuses against Palestinian
women living under Israeli military occupation. Since llth September 2001, the
State of Israel has justified war crimes against Palestinians, utilizing the discourse
of the ''war on terror'' There are counter-narratives of Palestinian women deeply
related to the occupation, however, they are not paid attention outside Palestine.
Why have their narratives been unknown? Because simply we have closed our
ears to them. In order to know the reality of the "War on Terror", we should



































と兵役拒否、　　　　　　反戦委員会)、 Robert Kliem Q虫日平和フォー
















マ・ナガサキ」 -ベルリ　Eugen Eichhorn (ベルリン工科専門大学

























































































































3)徐京椿、 「プリーモ・レーヴィへの旅」、朝日新聞社、 1999年、 203頁



































































































































7)清末愛砂「抵抗のカウンタ- ・ナラティプ」、アソシ工、 No.12、御茶の水書房、 2004年、 196-197員
8)原文のタイトルは、 "An Open Letter to Queen Silvia, Queen of Sweden And to All Those Concerned with











































レフタウィ(Sama Aweidah Leftawi)という女性による興味深いエッセイ"My Sister,










































































































シュー(Osama Qashoo)というパレスチナ人の映画監督が制作した作品「My Dear Olive
Tree」 (親愛なるオリ-ブの木)を観ました。その映像の中に、上記の2人の女性が出てきま
す。オサマは、壁の建設によって、土地が接収されて、パレスチナ人の農民にとって命より
も大切なオリーブの木が根こそぎ取られていくことに対する抗議の表現として、この作畠を
制作したのだと思います。パレスチナ人の生活は、オリーブと深く結びっいています。オリー
ブなしには生活ができないと言ってもいいほどです。この映像の最後に、監督自身が言いま
す。 「オリーブは、平和の象徴ではなく、抵抗の象徴だ」と。オリーブの木が奪われると生
活ができなくなるので、日常の生活権を求めて闘うという意味でそう言ったのだと思います。
レジュノメに、 「ラファで瓦疎になった家の跡に這いっくぼり、消耗しきった様子で何かを
探しているおばあさんの様子をラファのム-ンマドさんが書いています。何を探しているの
かと尋ねたところ、 『未来を、未来を』と答えた。この老女が探していたのは、 1948年のナ
クバの時に失った家の鍵でした」11)という文章を紹介しています。ラファというのはガザ南
部にある街で、イスラエル軍に最も激しい攻撃を受けている街の一つです。パレスチナ人は、
1948年に多くのパレスチナ人が難民化したということを指して、 「ナクバ(大災厄)」と呼ん
でいます　2004年5月に、ラファに侵攻したイスラエル軍は、わずか3日間で1000人以上
のパレスチナ人が家を失うような大規模の軍事作戦を行いました。この軍事作戦の下では、
パレスチナ人が家のなかにいるにもかかわらず、軍用ブルドーザーで破壊し始めるというよ
うな人権侵害が平然と行われました。 5月19日には、あまりにもひどい家屋破壊と軍事侵
攻に対して、 3000人のラファ在住のパレスチナ人が抗議のデモをしたのですが、`デモ隊にiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii=
ll)ナプルス通信2004年5月15日号、 http://www.onweb.to/palestine/siryo/rafanakbal5may04.html (2005年3月
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対してイスラエル軍は3発のミサイルを撃ち込んだのです。デモ隊にミサイルを発射して弾
圧するというような暴挙は、いまだかって聞いたことがありません。イスラエル軍のラファ
侵攻に対して私がとても失望したのは、これだけの家屋破壊や攻撃が起きているにもかかわ
らず、日本のマス・メディアが、大きく報道しなかったということです。パレスチナ人にとっ
て「大事件」であっても、国際社会においては「世界」化されるに値しない「小さな」出来
事なのです。それは、パレスチナ人の身の上に起きていることだからです。
続けて、ナブルスの近郊にあるイスラエルの入植地に単身攻撃をして殺された息子を持っ、
バラ一夕難民キャンプのアイシャのことを紹介します。彼女は、亡くなった次男の写真をお
財布のなかに入れていて、私が家に遊びに行ったときに、溜息とともに「うちの息子は美し
いでしょ、美しいでしょ」と繰り返し言いながら、彼の写真を見せてくれたことがあります。
そのときの彼女は完全に、泣き顔でした。その日の彼女は、数時間後にイスラエル軍が家を
爆破するためにやってくるのではないかと不安に恩?ている様子を、隠し切れないようにも
見えました。以前から、イステェル軍が「息子(長男か三男の羊と)を明日までに、イスラエ
ル軍に出頭させなかったら、家を壊す」というような内容の脅迫電話をかけてきていました。
普段は泣き言を言うような女性ではありません。パパ抜きを一人勝ちして、 「ア--」と笑っ
ているようなときもあります。そんな彼女は息子の話になると、泣き出しそうな顔になるの
です　2003年2-月27日に、イスラエルに対する攻撃者を輩出した家族ということで、彼女
の家はイスラエル軍によってダイナマイトで吹き飛ばされました。今、彼女は、イスラエル
の刑務所に政治犯として収監されている長男と三男の安否を気遣いながら、彼らが釈放され
る日を再建した家で待っているのです。
次に、イスラエル兵に射殺された15歳の少年バ-の母親の話を紹介します。バ-は、ナ
ブルズで外国人の平和活動家と一緒に歩いていたときに、後ろから装甲車で近づいてきたイ
スラエル兵に射殺されました。イスラエル軍のスポークスパーソンは、この事件に対して、
「ナブルスの少年が、イスラエル軍に対して火炎瓶を投げようとしたので射殺した」と発表
をしました。その発表を鵜呑みにしたロイター通信は、そのまま記事にしました。なぜ、こ
の少年が殺されたのかというと、彼はナブルスを排掴するイスラエル軍のジープや戦車に向
かって、頻繁に投石していた子どもの一人なので、兵士に顔を覚えられていたからだと思う
のです。兵士がバ-を殺害するときに用いた実弾は、ダムダム弾でした。ダムダム弾の使用
と聞くと、私たちは国際法違反と恩うかもしれません。しかし、占領地では、パレスチナ人
を殺傷するのに平然と使われています。国際法が全く通用しないのが、イスラエルの占領下
にあるパレスチナなわけです。私たち外国人の平和活動家がバ-の家を訪ねたとき、彼の母
親は号泣しながら尋ねました。 「息子は本当に火炎瓶を投げたの?」と。私たちが、 「息子さ
んは、火炎瓶を投げてもいないし、持ってもいなかった」と答えると、彼女は「じゃあ、な
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ぜ、殺されたの?」と聞いてきました。彼女の問いに、何と答えることが出来たのでしょう
か。答えは、 「彼がパレスチナ人であったから」というそれだけなのです。しかし、そう答
えるのはあまりにも酷なことでした。数日後に道端で偶然、パパの父親に会いました。彼は、
シャヒ-ド12)となった息子のポスターを持っていました.そして、無理やり笑顔を作りなが
ら、私に「うちの子はいい子だっただろ?」って話しかけてきました。目には、明らかに涙
が浮かんでいるのが分かりました。パレスチナ暫定自治区の街には、シャヒードとなったパ
レスチナ人のポスターがたくさん貼られています。毎日、新しいポスターが作られます。貼
るところがなくなってしまうのではないかと思うくらいに、パレスチナ人は日常的に殺され
ているのです。
息子の自爆攻撃を聞いた後に、 「息子は帰ってくる。仕事に行くと言ったのだから。自爆
攻撃をすると知っていたら、部屋に鍵をかけて、家から外に出さなかった」と泣き叫んだ女
性の話をします。彼女は、 2002年7月に自爆攻撃をしたイプラヒム・ナジの母親です。自
爆攻撃の当日、イプラヒムは、 「これから仕事をLに行く」と言って外出しました。彼の祖
母がテレビを見ているときに、イプラヒムによる自爆攻撃のニュースが流れたそうです.鷲
博した彼女は、母親のエンサフのところに行き、そのニュースを伝えました。その後、エン
サフは、 「私の息子は人殺しではない。仕事に行くと言ったのだから、帰ってくる」と泣き
叫んだかと思うと、ふと我に返って、 「息子はパレスチナのために、いいことをしたのよ」
と言いながら自分を慰めるといったことを繰り返していたと聞きました。私は、彼女の状態
が落ち着いてから、家に遊びに行くようになりました。彼女の家に行くと、砂糖が入ってい
ないアラビア・コーヒーを出してくれます。パレスチナではシャヒ-ドが出た直後の家に行
くと、通常は砂糖が入っていないコーヒーが出されます。イプラヒムが亡くなってから3ヵ
月以上経過しても、エンサフの家のコーヒーは砂糖抜きのものでした。コーヒーの若さが、
家族の悲しみの深さを物語っているかのように思えました。
レジュメには、 「異国の地で、パレスチナのオリーブの木が倒される映像を観て、涙を流
す女性」と書いてあります。前述の映画監督オサマの作品をブラッドフォードで観ていたと
きに、会場から誰かのすすり泣く声が聞こえてきました。映画が終わった後に、一体誰が泣
いていたのだろうと思いながら、狭い会場を見渡したときに、ヒジャブを被った女性に気が
つきました。彼女は、ジェニン出身の夫と子どもたちとともに、ブラッドフォードに住んで
いるエルサレム出身の女性でした。映像を通して、パレスチナの地が収奪され、オリーブの
木が倒されていく映像を目にしたときに、困難な状態にある故郷を患って涙が出てきたのだ
と患います。
12)アラビア語の「シャヒード」の訳語として、何かの大義のために身を犠牲にした者という意味から、日本語では
「殉教者」と表記することが多いが、語源的には「誠実な証人」という意味である。
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泣き出しそうになりながら、 「オリーブを摘んでいたら、入植者たちが襲ってきた」と訴
えていたおばあさんの話も紹介したいと患います。パレスチナ滞在時に、パレスチナの農民
と一緒にオリーブを摘む作業をしたことがあります.入植地に近いオリーブ畑で収穫作業を
するというのは、農民たちにとって非常に危険な仕事です。イスラエルの入植者たちに襲撃
されたり、あるいは自分の土地で収穫してい.るにもかかわらず、イスラエル軍に逮捕された
りということが日常的に起きるからです。 10月から11月にかけてのオリーブの収穫時には、
外国人やイスラエル人の平和活動家が、オリーブの収穫をお手伝いするキャンペーンが行わ
れます。このキャンペーンでは、労働力が期待されているわけではなく、外国人やイスラエ
ル人の存在を示すことで、入植者やイスラエル軍の襲撃を抑える効果を狙っています。おば
あさんと彼女の娘と一緒にオリーブを収穫しているときに、彼女が「ご飯を食べなさい」と
言いながら、パンやトマトを出してくれました。そのときに、彼女は急に頭を殴られるジェ
スチャーをして、 「外国人がいなかったら、入植者が再びやってきて、私のことを殴ったか
もしれない。そうしたら、オリーブを収穫でき串、」と泣き出しそうになりながら訴え始め
ました。それを聞いていた私は、 「夕方までいるから、一緒に収穫しましょう」と答えるし
かありませんでした。占領地では、農民たちが安全に農業を営む権利すら奪われているのせ
す。
最後に、パレスチナ人の移動の自由を大幅に制限しているイスラエル軍の検問所で、出産
せざるを得ないパレスチナ人の女性たちのガウンクー・ナラティブを紹介します。検問所で
は瀕死の病人であっても、産気づいた妊婦であっても、簡単に通過できるわけではありませ
ん。救急車が長時間待たされるということは日常的な光景です。その結果、検問所で出産せ
ざるを得なくなったケースが、いくつも報告されています。なかには、病院に到着するのが
遅すぎて、死産したというケースもあるのです　2003年12月に、双子を失った女性の話が、
パレスチナ関係の情報メーリングリストに流れました。彼女はナブルス近郊の村に住む20
代の女性でした。産気づいたときに夫と一緒に病院に行こうとしたのですが、検問所で長時
間待たされた結果、彼女はたどりついた病院で死産しました。新生児の誕生を待望していた
彼女と夫は検問所の存在によって、その夢を見事に打ち砕かれたのです。
5.おわりに:カウンター・ナラティブに耳を傾けること
私たちのまわりには、多くの語られていないカウンター・ナラティブがあります。しかし、
私たちはその存在に耳を傾けるどころか、それらのナラティブに対して疑いの眼差しを向け、
あたかもなかったかのごとく、否定しようとすることもあります。前述の徐京植は、 「プリー
モ・レーヴィへの旅」の中で、次のように言っています。 「証人がいないのではない。証言
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がないのではない。 『こちら側』の人々が、それを拒絶しているだけだ。グロテスクなのは
『こちら側』である」13)と。現在では、さまざまな出来事のカウンター・ナラティブは、イン
ターネット経由で世界中に発信されることもあります。抑圧されている人々の声は、流れて
いるのです。今日、パレスチナ人の女性のエッセイを紹介できたのも、パレスチナの女性学
センターのウェブ・サイトにアクセスしたとき古_=、目にしたからでした。私たちは、出来事
の主流なナラティブに対して、必ずやカウンター・ナラティブが存在しているということを
想像することがあるでしょうか。イスラエルの軍事占領下に住むパレスチナ人の女性たちが、
どんな状況に置かれているのかということを想起することがあるでしょうか。あるいは、彼
女たちの生活が、私たちとどう連関しているのかということを考えてみることがあるでしょ
うか。カウンター・ナラティブの拒絶は、証言者たちが持ち続けている暴力の記憶を、暗殺・
抹殺する行為だと患います。こうした状況が続けば続くほど、私たち人間は徐京植が指摘す
るように、逆ユートピアの世界に陥り、暴力を加速させていくことになります。
私が、なぜ、占債下に生きるパレスチナ人の女性たちのカウンター・ナラティブにこだわ
るのかというと、そこには個人的な理由があります。私は過去10年間、身勝手にも次のよ
うに患い込んでいました。 「今は、苛酷な占領下にあるかもしれないけれど、いっの日か占
領下の生活が終わり、彼女・彼らたちが占領の経験を語ることがで~きる時代が来るだろう」
と。これは明らかに間違った認識でした。パレスチナの状況は10年前よりも、はるかに悪
化しているのです。占領地に住むパレスチナ人は、死と隣り合わせの生活を、日々、強要さ
れています。プリーモ・レ-ヴィ(Primo Levi)は、アウシュビッツを生き延びて、故郷
であるイタリアのトリノに戻った後に、アウシュビッツの経験を作品化しました。徐京植の
「プリーモ・レ-ヴィへの旅」を再び参考にしながら、逆ユートピアを生き延びた人間が証
言者として、人々に希望を与えるのかどうかという点と私たちが今、どんな時代に生きてい
るのかという点を再考したいと思います。確かに、あの逆ユートピアを生き延びたプリ-モ・
レ-ヴィが人間界に戻り、著作を通して暴力の証言をすることができたというのは、私たち
に希望を与えます。しかし、現実はそう単純なことではありませんでした。プリ-モ・レ-
ヴィは1980年代の後半に、自殺を図ります。なぜ、逆ユートピアの証言をしてきた彼が、
自殺を図らなければならなかったのでしょうか。それは、今、ここにいる私たち一人ひとり
が考えなければならない問いだと恩います。私たちは、今、どのような世界に生きているの
でしょうか。プリ-モ・レ-ヴィのような暴力の証言者が失望し、自ら命を絶たなければな
らないような世界に、私たちは生きているのではないでしょうか。そのことを認識し、暴力
を生き延びた証言者たちのカウンター・ナラティブを確実に聞き取って応答することが、私
13)前掲「プリーモ・レ-ヴィへの旅」、 204頁
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たちに課せられています。最後に、昨年亡くなったナプルス出身の女性詩人ファドワ・
トゥカーン(Fadwa Tuqan)の詩「その胸に抱かれていれば」を紹介したいと思います。
1967年以降、彼女は占領地(-東エルサレムを含むヨルダン川西岸地区とガザ回廊)に思
いを込めて詩を書いてきました。これらの詩は、彼女の占領に対する抵抗の表現であるとと
もに、彼女のカウンター・ナラティブそのものです。
「その胸に抱かれていれば」14)
この土地で死に
ここに葬られれば　何もいらない
そしてこの土の下に　私はとけて消えていく
それからこの土地に草をおくり
花をおくり
このくにが育てた子どもの手で摘みとられる
このくにの胸に抱かれて　土になれたら　何もいらない
革になれたら　花になれたら　何もいらない
14)ファドワ・トゥカーン、 「F私の旅』パレスチナの歴史:女性詩人ファドワ・トゥカーン自伝」 (武田朝子　訳)、新
評論、 1996年、 4貢
